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ケアマネ集団

　S さんは 20 年程前に夫を亡くし、
郊外の一戸建てで一人暮らしをされ
てきた 89 歳の女性。股関節や腰の痛
みがありヘルパーがお掃除の支援を
してきたが、その他の家事や家計管
理は自立されていた。寂しがりやで
話し好き。ケアマネやヘルパーにも
友好的だが、「私は人見知りだから
大勢の中では過ごせないの」という
言葉が口癖だった。
　物忘れが出始めたのは 5 年程前。ヘルパーや看護師の訪問後に「今
日は来ないの？」と電話で問い合わせるようになり、薬の飲み忘れ
やゴミの分別を忘れるなど症状が進んだ。同じ内容の電話を何十回
も繰り返し、介護関係の事務所や市役所だけでなく営業中の病院や
銀行、店舗などにも迷惑をかけるようになった。
　都心に住む長女が隔週の週末に滞在して通院の付き添いや薬の管
理をしていたが、娘の前ではしっかり者の母親で手出し口出しをさ
せない為、長女は認知症症状の進行を認識できないようだった。鍋
を焦がしたり、家に戻れなくなるなど危険な事がある度に「一人暮ら
しはもう難しい」と長女に伝え、同居や施設入所を勧めたが「同居は
できない。施設は母が嫌がるので無理」と検討する気配は無く、心
配する介護関係者との危機感のずれは大きかった。
　S さんの施設入所が実現したのは、腰痛の悪化で動けなくなった
為。嫌々利用したショートステイの印象が良かったことが集団生活
への拒否感を緩和した。「腰が痛い。動けない」と何度もかかる電話
に危機感を感じた長女が、ケアマネが提案した介護施設入所相談室
との面談に応じ、長女の自宅沿線に適切な施設を見つけることがで
きた。

イベントのおしらせ、機関紙のバックナンバー等ホームページでどうぞ
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たま北居宅介護支援事業所　堀　典子　

病気や認知症の進行で在宅サービスでは生活を維持でき
なくなるケースも多くあります。
離れて暮らす家族と情報を共有し、介護施設担当者や入
所相談室などと連携して、高齢者がその方にあった生活
の場をみつけられるように支援していく必要があります。
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ACT・人とまちづくり 法人事務局
TEL: 042-479-4810 / FAX: 042-479-4860

E メール: office@act-hitotomachidukuri.org

https://act-hitotomachidukuri.org/

＊＊＊ケアマネより

別居家族との認識の共有が難しく
施設入所になかなかつながらなかった事例
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